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exchangeinteraction 2) S-与のIsingspin,LK--(y ijSiSJ,3) exchange
の分布はGaussianP(Jij)- (1/2花J2)%expl-(J.j-Jo)2/2J2],4)logz
-lim(Zn-1)/n,の limで状態和の対数を求めるO5) n個の考えている系と同n→0 ′ー′ ′■-′
種の系 (レプリカ )を考えてZ1--Hz｡を計算する06) Jo-Jo/N･ J-J/JW
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11.･=1,. 1 1 鳥
が成立ちこの積分方程式から9(Ji)が求まればスピンの平均値およびモーメントは
Z z
手 - J thn [C'∑ th ~lij∠j],!IP (I,)9( lj ) dJjd l jj=1
と求まる｡ ( )より1)o≠0,言→ 0, 2)oZ≠0, 02→0, 3)02≠0, 0
- 0, を与えるところとしてpara-GLPの境界が 評 言-1/(zl1),Para-ferro
の境界かつ五首-1/(I-1),fer,0-GLPの境界が2/thK- 1/th2K- 2-1
と求まるp(J)として中心 J,巾2△の短形分布 をとった場合のPhaseboundaryはFig.




















東工大 理 小 野 星 郎
スピン間の交換相互作用がランダムな磁性体の相転移や熱力学的性質,低温でのスピ
ン配列状態等を調べるた捌こ,これまでに行われた計算機実験について報告し,問題点
と将来の研究の方向について述べる｡
計算機による数値実験には主として次の3つの型があると考えられる｡
I.MonteCarlosimulation:スピンの確率論的運動から擬似正準集合を作り,物理
量の統計平均値を計算する｡
丑.素励起 (スピン波 )のスペクトルを調べ,低温での物理量を求める｡
Ⅲ.小さい有限系のスピンの力学的運動を数値的に調べ,無限系-外挿する｡
Ⅰの方法は相転移の研究に有力な方法で,特にイジング･スピン系は多くの研究がある｡
非磁性イオンによる希薄磁性体や,薪合する相互作用の混合磁性体の磁化,エネルギー,
比熱,帯磁率,スピン･グラスのオーダ･パラメータの温度変化等が得られている｡転
移温度付近の臨界指数は一部を除き,信頼できる値は得られていない.微視的状態,つ
まり低温でのスピン配列状態やスピン対相関,格子構造による特長的な変化も報告する｡
磁化過程と微視的構造の変化についても述べる｡また古典スピン系のシミュレー ション
についても報告する｡
丑の方法はRKKY型の相互作用をもつ古典スピン系の基底状態での各サイトの分子
場,スピン波の励起スペクトルが調べられている｡皿についてはランダム系はまだない｡
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